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▲創立30周年記念　新家東小学校運動会（左上下、右下） ▲樽井小学校運動会（右上）

第3回 定例会第3回 定例会

非常勤職員も育児休業を取得可能
職員の育児休業等に関する条例
の一部を改正する条例を可決し
ました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　平成23年第３回定例会（9月議会）は、
9月8日から22日までの会期で開催され
ました。
　本定例会では、職員の育児休業等に関
する条例や震災被災者の救済に関する条
例の一部を改正する議案などが提出さ
れ、活発な議論が交わされました。
　詳しくは、掲載記事をご覧ください。
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例月現金出納検査結果報告（5件）

平成22年度決算に基づく泉南市健全化判断比率について

平成22年度大阪府泉南市下水道事業特別会計決算に基づく資金不足比率について

平成22年度泉南市水道事業会計決算に基づく資金不足比率について

泉南市固定資産評価審査委員会委員の選任について

泉南市樽井地区財産区管理委員の選任について

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例の制定について

泉南市都市計画税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

平成23年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第2号）

平成23年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）ほか4件

平成22年度大阪府泉南市一般会計歳入歳出決算認定について　ほか19件

平成22年度泉南地域広域行政推進協議会会計打切り決算認定について

砂川小学校プール事故に対する徹底した事故原因の究明と再発防止を求める決議について

泉南アスベスト被害の早期全面解決を求める意見書について

泉州二次医療圏における三次救急医療の確保を求める意見書について

原子力発電から再生エネルギーへの転換を求める意見書について

閉会中の継続調査について

砂川小学校プール児童事故の調査に関する動議
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■ 第3回（9月）定例会で審議された主な議案と審査結果
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議会だよりに対するご意見・ご感想
をお寄せください。
〒590-0592（住所不要）
泉南市議会事務局
TEL 483-0008  FAX 483-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp
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一般質問は次ページへ続きます

大森　和夫
おおもり　　  かず  お

日本共産党

質問事項
〇もっとも安全であるべき学校プールで、な
ぜ死亡事故が起こったのか？

　プールを管理していた業者と、業者を監督する教育委員
会の責任は免れない。事故の背景にある民間委託の問題
と教育予算の削減について、見直しを求める。

〇全てのアスベスト被害者の救済を求める。
　８月25日大阪高裁は、一審の原告勝訴から逆転敗訴の判
決が出た。人間の命より経済発展を優先させる不当判
決。市長に被害者への支援を求める。

小山　広明
こ  やま        ひろあき

無所属（虹と緑）

質問事項

 市が市民に全責任を持つ観点から、石綿被
害者に賠償金4.9憶円を市が支払い、国に請
求すべき、に市長は国は危険回避を怠ったのではと訴えて
いる。高裁判決は残念。原告には頑張って欲しい。ごみ集
積場の責任は当然市、に市長は自治の事もありしっかり
やっていただきき、基本は市がやる、それは自治の履き違
え。火をつけられた市民は不安だ。この事で市は理解を得
たと言うが、いまだ市民は納得していない。市民が納得し
たかどうかが大事。

北出　寧啓
きた  で        やす ひろ

大八洲の会

質問事項

 東北大震災、福島原発事故の惨劇を真摯に
受け止め、ウランが枯渇する半世紀後やこれ
からの子どもたちのこと、日本列島の地震活動の本格化、
原子力技術の限界とコスト高、危険極まりない放射性破棄
物の処理不能性とその管理などの複合的な問題から、自治
を基点に足元から「省エネ」「低炭素社会の確立」「共同
体の自治」「放射性物質の不安のない社会」をみんなで考
え、脱原発、自然エネルギーへの転換を早急に図っていく
べきだ。

河 部  　優
かわ    べ            まさる

拓進クラブ

質問事項

1．教育行政について3点の質問

　①プール事故の原因究明と行政のあり方について

　②公立中学校における給食の導入について

　③閉校された鳴滝第一小学校の跡地利用について

2．市民の命を守る行政について3点の質問

　①無縁社会の広がりと見守り活動の限界について

　②行政や公的機関における財産管理の現状は

　③地域互助の精神と行政施策は結びついているか

真 砂　  満
ま    さご　　　 みつる

拓進クラブ

質問事項

※プール死亡事故について
　　砂川小学校プールでの死亡事故につい
て、行政チェックが結果的にでき得なかったことと合わ
せ、二度と同じようなことを繰り返さないという反省の
上に立ち『監視体制』を重点に質問を行った。

　 その中で、業務委託が「経費削減」だけを重視するので
はなく、企業が有する専門性や効率的なサービス等を活
用するために、入札価格だけではなく、『総合評価入
札』を導入するよう要請した。

和気　信子
わ    け         のぶ  こ

日本共産党

質問事項

1、プール事故原因究明と再発防止を。
2、旧幼稚園跡地は避難場所だが雑草で荒れ
　  放題である。管理費増で対応を。
3、南部防災拠点の安全性と防災備蓄の確保を求める。
　  公共施設、庁舎等の耐震化と避難所の安全対策を。
4、和泉砂川駅の山側、樽井駅のエレベーター設置を求める。
5、介護保険料の値上げはしない試算をすること。
6、鳴滝第１保育所の指定管理で人権教育について。
7、子ども医療助成、妊婦健診、予防ワクチン拡充を。

木下　豊和
きのした        とよかず

拓進クラブ

質問事項

　東日本の津波、台風12号の水害、加えて
砂川小学校のプール事故。「水対策」を要
請。①公務員制度改革をシリーズで、府の大胆な制度提起
に呼応して、市としての感想や今後の考えを聞いたが、い
まだ国・府待ちの状態である。労働基本権の付与や協議決
定の必要性を議論したものの、不発であった。②関空入島
税について、対面の自治体としての連携や今後の対応につ
いて③新たな「こども園」の進捗を聞いたが、心に響く答
は無かった。

成田　政彦
なり  た　　　まさひこ

日本共産党

質問事項

1、プール児童事故死はプール予算を削減し 
　  た市長、人命軽視の教育委員会の運営体　
　   制、安全に対する欠如の委託業者にあったのではないか。
2、新火葬場建設は、樽井、岡田火葬場をもっと整備すれば
　  十分間に合うのではないか。
3、水道、下水道料金の値上げに続く国民健康保険税の値上
　  げは市民生活を苦しくするので、すべきではない。
4、府立救急救命センターについては、府が責任を持て。
5、「産業振興センター」跡地利用について。

一 般 質 問
一般質問とは、教育、福祉、財政など市政全般に対し、質
問し、確認することで、毎定例会において、各議員１人あ
たり１時間の質問をすることができます。
　９月定例会では、16名の議員が市政全般にわたる課題
や問題点について、市当局に対し、考えをただしました。
　各議員の主な質問項目は次のとおりです。

　各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。
　掲載順位は質問順です。

9 月 議 会

16人が市政を問う

梶本　茂躾
かじもと　　  しげ  み

大八洲の会

質問事項
1、危機管理－人命に係る行政責任
　①管理責任、監督責任（直営、指定管理、委
　託の違い）　②人命に係る業務　
2、地域包括支援センター　①直営でない理由　②法的地位と
　権限　③他市の運営状況　④問題点　
3、過去2年間の教育施設改修状況　①各改修事業別の投資額
　②現在の状況
4、生活道路整備について　①全面舗装改修工事の過去5年間
　の総距離数、都市整備部と上下水道部所管別に　②今後の改
　修計画はどうなっているのか

南　  良 徳
みなみ　　　 よし   のり

心政クラブ

質問事項

1、樽井幼稚園跡地の活用について
　  地元との協議の進捗について
2、樽井駅エレベーター設置について国への予算要望を早急
　  に求める
3、観光振興ビジョンを策定すべきと考えるが
4、住宅用太陽光発電の促進には融資、出資、補助制度等あ 
　  るが、それらについての考え方は
5、災害の危機管理体制として消防職員の補充や市民の安全、
　  安心のための防災対策を
6、商工業振興、観光施策推進にむけ機構改革は

堀口　武視
ほり  ぐち      たけ  し

心政クラブ

質問事項

1、 和泉砂川駅、新家駅周辺整備について。
　 （砂川樫井線の供用も含む）
2、 地域主導による活性化策について。
　 （都市計画法や近郊緑地法）の線引きの見直しや、企業誘
　　致で市の活性化対策を！　
3、遠距離通学の改善策を早急に！特に桜ヶ丘や朝日山、関
　　空山の手台等に無料コミバスを！
4、新火葬場計画について。整備手法と規格葬儀が可能な葬
　　祭場の併設を。
5、市役所や公共施設の美化と管理について。

井原正太郎
い　はらしょうた  ろう

公明党

質問事項
1、市の入札制度における落札実態と課題は？
　  また、受託業者の実態と課題についての 考 
　  えを質した。
2、生活保護では、本市の実態と課題を把握し被保護者に対す
　  る就業支援の実態を聞く。
3、指定管理者制度では、更新時における実態と課題を質した。
4、本市の普通財産と土地開発公社の保有地を今後財産処分す
　  る計画について考えを聞く。
5、本市の環境問題では、環境施策の考え方と省エネ対策につ
　  いての考えを質した。

竹田　光良
たけ  だ   　　みつ よし

公明党

質問事項
1、 教育問題では、学校校舎の耐震はもちろん

　　だが老朽化の処理を早急に進めるよう要望。

　　中学校給食は、市長に実施の方向性について確認した。

2、防災では、被災者支援システムの導入を要望、要援護者への

　　対応強化を訴えた。

3、子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンの啓発を押し

　　進め、公費助成接種のさらなる推進を！要請。

4、児童虐待では、増え続けている現状の実態把握と、今後に

　　向けての課題を聞いた。

角谷　英男
つの  や         ひで  お

市政研究会

質問事項
1、教育行政について　①プール問題の今後に 
　  ついて　②府立支援学校について　
2、道路行政について　①基幹農道の現状について②砂川樫井  
　  線について　
3、まちづくりについて　①砂川駅前の現状について　
4、火葬場問題の現状と今後について　①新火葬場の現状と今
　  後について　②樽井火葬場について　
5、障がい者問題について　①行政施設と車いすについて　
6、観光行政について　①観光協会設立の現状と今後について
7、第5次総合計画について　①考え方について

本会議のようすはインターネット中継で 泉南市議会中継
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決が出た。人間の命より経済発展を優先させる不当判
決。市長に被害者への支援を求める。

小山　広明
こ  やま        ひろあき

無所属（虹と緑）

質問事項

 市が市民に全責任を持つ観点から、石綿被
害者に賠償金4.9憶円を市が支払い、国に請
求すべき、に市長は国は危険回避を怠ったのではと訴えて
いる。高裁判決は残念。原告には頑張って欲しい。ごみ集
積場の責任は当然市、に市長は自治の事もありしっかり
やっていただきき、基本は市がやる、それは自治の履き違
え。火をつけられた市民は不安だ。この事で市は理解を得
たと言うが、いまだ市民は納得していない。市民が納得し
たかどうかが大事。

北出　寧啓
きた  で        やす ひろ

大八洲の会

質問事項

 東北大震災、福島原発事故の惨劇を真摯に
受け止め、ウランが枯渇する半世紀後やこれ
からの子どもたちのこと、日本列島の地震活動の本格化、
原子力技術の限界とコスト高、危険極まりない放射性破棄
物の処理不能性とその管理などの複合的な問題から、自治
を基点に足元から「省エネ」「低炭素社会の確立」「共同
体の自治」「放射性物質の不安のない社会」をみんなで考
え、脱原発、自然エネルギーへの転換を早急に図っていく
べきだ。

河 部  　優
かわ    べ            まさる

拓進クラブ

質問事項

1．教育行政について3点の質問

　①プール事故の原因究明と行政のあり方について

　②公立中学校における給食の導入について

　③閉校された鳴滝第一小学校の跡地利用について

2．市民の命を守る行政について3点の質問

　①無縁社会の広がりと見守り活動の限界について

　②行政や公的機関における財産管理の現状は

　③地域互助の精神と行政施策は結びついているか

真 砂　  満
ま    さご　　　 みつる

拓進クラブ

質問事項

※プール死亡事故について
　　砂川小学校プールでの死亡事故につい
て、行政チェックが結果的にでき得なかったことと合わ
せ、二度と同じようなことを繰り返さないという反省の
上に立ち『監視体制』を重点に質問を行った。

　 その中で、業務委託が「経費削減」だけを重視するので
はなく、企業が有する専門性や効率的なサービス等を活
用するために、入札価格だけではなく、『総合評価入
札』を導入するよう要請した。

和気　信子
わ    け         のぶ  こ

日本共産党

質問事項

1、プール事故原因究明と再発防止を。
2、旧幼稚園跡地は避難場所だが雑草で荒れ
　  放題である。管理費増で対応を。
3、南部防災拠点の安全性と防災備蓄の確保を求める。
　  公共施設、庁舎等の耐震化と避難所の安全対策を。
4、和泉砂川駅の山側、樽井駅のエレベーター設置を求める。
5、介護保険料の値上げはしない試算をすること。
6、鳴滝第１保育所の指定管理で人権教育について。
7、子ども医療助成、妊婦健診、予防ワクチン拡充を。

木下　豊和
きのした        とよかず

拓進クラブ

質問事項

　東日本の津波、台風12号の水害、加えて
砂川小学校のプール事故。「水対策」を要
請。①公務員制度改革をシリーズで、府の大胆な制度提起
に呼応して、市としての感想や今後の考えを聞いたが、い
まだ国・府待ちの状態である。労働基本権の付与や協議決
定の必要性を議論したものの、不発であった。②関空入島
税について、対面の自治体としての連携や今後の対応につ
いて③新たな「こども園」の進捗を聞いたが、心に響く答
は無かった。

成田　政彦
なり  た　　　まさひこ

日本共産党

質問事項

1、プール児童事故死はプール予算を削減し 
　  た市長、人命軽視の教育委員会の運営体　
　   制、安全に対する欠如の委託業者にあったのではないか。
2、新火葬場建設は、樽井、岡田火葬場をもっと整備すれば
　  十分間に合うのではないか。
3、水道、下水道料金の値上げに続く国民健康保険税の値上
　  げは市民生活を苦しくするので、すべきではない。
4、府立救急救命センターについては、府が責任を持て。
5、「産業振興センター」跡地利用について。

一 般 質 問
一般質問とは、教育、福祉、財政など市政全般に対し、質
問し、確認することで、毎定例会において、各議員１人あ
たり１時間の質問をすることができます。
　９月定例会では、16名の議員が市政全般にわたる課題
や問題点について、市当局に対し、考えをただしました。
　各議員の主な質問項目は次のとおりです。

　各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。
　掲載順位は質問順です。

9 月 議 会

16人が市政を問う

梶本　茂躾
かじもと　　  しげ  み

大八洲の会

質問事項
1、危機管理－人命に係る行政責任
　①管理責任、監督責任（直営、指定管理、委
　託の違い）　②人命に係る業務　
2、地域包括支援センター　①直営でない理由　②法的地位と
　権限　③他市の運営状況　④問題点　
3、過去2年間の教育施設改修状況　①各改修事業別の投資額
　②現在の状況
4、生活道路整備について　①全面舗装改修工事の過去5年間
　の総距離数、都市整備部と上下水道部所管別に　②今後の改
　修計画はどうなっているのか

南　  良 徳
みなみ　　　 よし   のり

心政クラブ

質問事項

1、樽井幼稚園跡地の活用について
　  地元との協議の進捗について
2、樽井駅エレベーター設置について国への予算要望を早急
　  に求める
3、観光振興ビジョンを策定すべきと考えるが
4、住宅用太陽光発電の促進には融資、出資、補助制度等あ 
　  るが、それらについての考え方は
5、災害の危機管理体制として消防職員の補充や市民の安全、
　  安心のための防災対策を
6、商工業振興、観光施策推進にむけ機構改革は

堀口　武視
ほり  ぐち      たけ  し

心政クラブ

質問事項

1、 和泉砂川駅、新家駅周辺整備について。
　 （砂川樫井線の供用も含む）
2、 地域主導による活性化策について。
　 （都市計画法や近郊緑地法）の線引きの見直しや、企業誘
　　致で市の活性化対策を！　
3、遠距離通学の改善策を早急に！特に桜ヶ丘や朝日山、関
　　空山の手台等に無料コミバスを！
4、新火葬場計画について。整備手法と規格葬儀が可能な葬
　　祭場の併設を。
5、市役所や公共施設の美化と管理について。

井原正太郎
い　はらしょうた  ろう

公明党

質問事項
1、市の入札制度における落札実態と課題は？
　  また、受託業者の実態と課題についての 考 
　  えを質した。
2、生活保護では、本市の実態と課題を把握し被保護者に対す
　  る就業支援の実態を聞く。
3、指定管理者制度では、更新時における実態と課題を質した。
4、本市の普通財産と土地開発公社の保有地を今後財産処分す
　  る計画について考えを聞く。
5、本市の環境問題では、環境施策の考え方と省エネ対策につ
　  いての考えを質した。

竹田　光良
たけ  だ   　　みつ よし

公明党

質問事項
1、 教育問題では、学校校舎の耐震はもちろん

　　だが老朽化の処理を早急に進めるよう要望。

　　中学校給食は、市長に実施の方向性について確認した。

2、防災では、被災者支援システムの導入を要望、要援護者への

　　対応強化を訴えた。

3、子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンの啓発を押し

　　進め、公費助成接種のさらなる推進を！要請。

4、児童虐待では、増え続けている現状の実態把握と、今後に

　　向けての課題を聞いた。

角谷　英男
つの  や         ひで  お

市政研究会

質問事項
1、教育行政について　①プール問題の今後に 
　  ついて　②府立支援学校について　
2、道路行政について　①基幹農道の現状について②砂川樫井  
　  線について　
3、まちづくりについて　①砂川駅前の現状について　
4、火葬場問題の現状と今後について　①新火葬場の現状と今
　  後について　②樽井火葬場について　
5、障がい者問題について　①行政施設と車いすについて　
6、観光行政について　①観光協会設立の現状と今後について
7、第5次総合計画について　①考え方について

本会議のようすはインターネット中継で 泉南市議会中継
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非
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員
に
対
す
る
育
児
休
業
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関
す
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を
行
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も
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で
す
。
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児
休
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と
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取
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て
な
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ど
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。
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に
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れ
る
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　今
回
の
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
は
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「
す
べ
て
の
人
に
ス
ポ
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ツ
を
楽
し
む

権
利
を
認
め
た
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あ
り
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ッ

プ
選
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南
市
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料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
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い
て

　
　　
採
石
法
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基
づ
く
事
務
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一
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が
大

阪
府
か
ら
権
限
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、当
該
事
務
に
係
る
手
数
料
を
新
た

に
定
め
る
も
の
で
す
。
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阪
府
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受
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守
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と
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答
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て
、
市
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権
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る
中
で
、
市
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の
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に
立
っ
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政

執
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を
し
て
ほ
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と
い
う
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見
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付

し
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賛
成
す
る
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■
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終
了
後
の
緑
地
等
の
災
害
防

止
の
た
め
の
措
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る
の
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　今
回
は
、「
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可
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更
に
伴
う
認

可
」「
休
止
や
廃
止
の
届
出
」「
緑
化
に

関
す
る
権
限
」
が
移
譲
さ
れ
ま
す
。
特

に
、
緑
化
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
の
指

導
方
針
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
必
要

な
場
合
は
大
阪
府
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
行
っ
て
い
き
ま
す
。

９月定例会の議案の中から、主な
質疑を要約してお知らせします。

★
岐
阜
県
多
治
見
市
「
住
宅
用
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
」

　平
成
14
年
か
ら
17
年
ま
で
の
３
年

間
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
補
助
制
度
を
行

い
、
１
８
３
件
（
６
２
８
・
９
k
w
）

の
助
成
を
行
っ
た
多
治
見
市
を
視
察
し

ま
し
た
。 

★
岐
阜
県
郡
上
市
「
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
」「
観
光
協
会
に
つ
い

て
」

　平
成
22
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の
６

年
間
を
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
計
画
年

度
と
し
、
通
年
観
光
の
実
現
や
本
物
に

感
動
し
て

も
ら
う
ま

ち
づ
く
り

を
目
指
し

て
い
る
郡

上
市
を
視

察
し
ま
し

た
。

中尾　広城
なか  お　　　ひろ  き

公明党

質問事項
1、防災対策では、学校施設における防災機
      能整備とＡＥＤ、火災報知器、消火 器等の
      設置に言及する。
2、教育についてでは、学校図書館での学校司書の必要性と
　  通学路の安全対策において朝日山団地や関空山の手台の
      子ども達の登下校における安全対策を強く要請した。
3、健康施策では、妊産婦検診のさらなる充実と大腸がん検
　   診の周知徹底と国民健康保険証のカード化を推進される
　   よう訴えた。

森　  裕 文
もり　　　　ひろ　ふみ

無所属（泉南フォレスト）

質問事項

　土地開発公社の清算について－25年度に
三セク債を活用して、公社を解散清算に向か
うべきで、三セク債導入後はさらなる財政規律の強化が必
要になるので、新たな起債による建設事業は慎重にならざ
るを得ない。財政健全化には一時のゆるみも許されない。
　総合計画は、自治法の改正を機に、ゼロベースで考え直
さなければならないのでは。
　新火葬場建設計画については、財政健全化に逆行するこ
となく、今一度市民の声を聞く姿勢を。

★
三
重
県
い
な
べ
市

  

「
い
な
べ
市
農
業
公
園
に
つ
い
て
」

　38
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
梅
林
公
園
と
18
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
エ
コ
福
祉
広
場
（
ボ
タ
ン

園
、
し
ょ
う
ぶ
園
、
ア
ジ
サ
イ
園
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）
の
２
つ
の
公
園
か

ら
な
る
い
な
べ
市
農
業
公
園
を
視
察
し

ま
し
た
。 

★
三
重
県
伊
賀
市
「
上
野
市
駅
前
市
街

地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
」

　伊
賀
鉄
道
上
野
市
駅
前
の
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
と
し
て
、
総
事
業
費

約
56
億
円
を
か
け
、
平
成
24
年
の
完
成

を
目
指
し
て
い
る
、
伊
賀
市
を
視
察
し

ま
し
た
。

★
福
井
県
美
浜
町
、
敦
賀
市

   

「
財
政
状
況
に
つ
い
て
」

　原
子
力
発
電
所
立
地
自
治
体
と
し

て
、
国
の
交

付
金
等
を
活

用
し
、
ま
ち

づ
く
り
を
進

め
て
い
る
美

浜
町
と
敦
賀

市
の
財
政
状

況
を
視
察
し

ま
し
た
。

委
員
会
視
察
報
告

先
進
地
の
取
組
み
を
視
察
し
ま
し
た

 

厚
生
消
防
常
任
委
員
会

              

8
月
8
日
〜
9
日

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

              

8
月
16
日
〜
17
日

 

行
財
政
問
題
対
策
特
別
委
員
会

              

7
月
21
日
〜
22
日

 

議
会
基
本
条
例
調
査
特
別
委
員
会

                       

7
月
27
日

▲郡上市（旧八幡町役場）前にて

▲伊賀市役所前にて

▲敦賀市役所前にて

★
大
阪
府
岸
和
田
市
、
熊
取
町

　「
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
」

　府
内
で
、
先
駆
的
に
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
て
い

る
岸
和
田
市

と
熊
取
町
を

訪
問
し
、条

例
制
定
の
過

程
や
問
題
点

等
、
意
見
交

換
を
行
い
ま

し
た
。

▲熊取町役場前にて



本会議のようすはインターネット中継で 泉南市議会中継

■
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　

　
非
常
勤
職
員
に
対
す
る
育
児
休
業
等

に
関
す
る
措
置
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　職
員
が
育
児
休
業
を
ほ
と
ん
ど

取
得
し
て
な
い
の
は
、
子
ど
も
に
と
っ

て
も
問
題
で
あ
る
。
議
会
が
判
断
で
き

る
実
態
を
示
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意

見
を
付
し
て
賛
成
す
る
。

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

反
対

問答

問答

問答

問答賛
成

賛
成

賛
成

議
案
第
４
号

議
案
第
５
号

議
案
第
６
号

議
案
第
８
号

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
取
得

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
取
得

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
取
得

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

地
方
税
法
等
の
改
正

地
方
税
法
等
の
改
正

地
方
税
法
等
の
改
正

大
阪
府
か
ら
の
権
限
移
譲

大
阪
府
か
ら
の
権
限
移
譲

大
阪
府
か
ら
の
権
限
移
譲

　
　正
規
職
員
と
フ
ル
タ
イ
ム
の
任
期

付
職
員
に
お
け
る
育
児
休
業
の
取
得
実

態
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　正
規
職
員
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
度
は
４
名
、
平
成
22
年
度
は
７
名
が

取
得
し
て
い
ま
す
。
任
期
付
職
員
は
取

得
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
施
行
に
よ
り
、

「
体
育
指
導
委
員
」が「
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
」に
改
称
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
条

例
改
正
で
す
。

　
　
　ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
主
旨
が
、

ト
ッ
プ
選
手
を
つ
く
る
と
あ
る
が
、
市

民
が
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
基
本
法
に

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
を
付
し
て

賛
成
す
る
。

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　「
体
育
指
導
委
員
」
が
「
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
」
に
改
称
さ
れ
る
理
念
の

違
い
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　今
回
の
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
は
、

「
す
べ
て
の
人
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

権
利
を
認
め
た
」
も
の
で
あ
り
、
ト
ッ

プ
選
手
の
国
際
競
技
力
の
向
上
及
び
全

国
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
事

業
支
援
等
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
泉
南
市
市
税
賦
課
徴
収
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
①
個
人
住
民
税
の
寄
付
金
税
額
控
除
の

　
適
用
下
限
額
を
５
０
０
０
円
か
ら
２

　
０
０
０
円
に
引
き
下
げ
。

※
こ
の
改
正
は
、平
成
24
年
度
の
個
人

　
住
民
税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

②
租
税
罰
則
の
見
直
し
。

③
上
場
株
式
の
配
当
及
び
譲
渡
益
等
に

　
係
る
軽
減
税
率
の
延
長
。

　
　
　震
災
後
、
全
国
民
が
頑
張
っ
て

い
る
よ
う
な
と
き
に
、
大
資
産
家
へ
の

減
税
と
な
る
上
場
株
式
等
の
優
遇
税
制

に
は
反
対
で
あ
る
。

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　③
上
場
株
式
の
配
当
及
び
譲
渡
益

等
に
係
る
軽
減
税
率
の
延
長
に
つ
い

て
、
そ
の
適
用
範
囲
は
？

　
　
　
　

　
　個
人
の
投
資
家
や
生
命
保
険
会
社

や
郵
便
局
な
ど
の
機
関
投
資
家
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
泉
南
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　　
採
石
法
に
基
づ
く
事
務
の
一
部
が
大

阪
府
か
ら
権
限
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、当
該
事
務
に
係
る
手
数
料
を
新
た

に
定
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　「
大
阪
府
の
指
導
を
受
け
て
緑

を
守
る
政
策
を
進
め
て
い
く
」
と
い
う

答
弁
に
つ
い
て
、
市
の
権
限
に
移
譲
す

る
中
で
、
市
民
の
立
場
に
立
っ
て
行
政

執
行
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
を
付

し
て
賛
成
す
る
。

　
■
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　　
　採
石
終
了
後
の
緑
地
等
の
災
害
防

止
の
た
め
の
措
置
命
令
は
権
限
移
譲
さ

れ
る
の
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　今
回
は
、「
認
可
、変
更
に
伴
う
認

可
」「
休
止
や
廃
止
の
届
出
」「
緑
化
に

関
す
る
権
限
」
が
移
譲
さ
れ
ま
す
。
特

に
、
緑
化
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
の
指

導
方
針
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
必
要

な
場
合
は
大
阪
府
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
行
っ
て
い
き
ま
す
。

９月定例会の議案の中から、主な
質疑を要約してお知らせします。

★
岐
阜
県
多
治
見
市
「
住
宅
用
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
」

　平
成
14
年
か
ら
17
年
ま
で
の
３
年

間
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
補
助
制
度
を
行

い
、
１
８
３
件
（
６
２
８
・
９
k
w
）

の
助
成
を
行
っ
た
多
治
見
市
を
視
察
し

ま
し
た
。 

★
岐
阜
県
郡
上
市
「
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
」「
観
光
協
会
に
つ
い

て
」

　平
成
22
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の
６

年
間
を
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
計
画
年

度
と
し
、
通
年
観
光
の
実
現
や
本
物
に

感
動
し
て

も
ら
う
ま

ち
づ
く
り

を
目
指
し

て
い
る
郡

上
市
を
視

察
し
ま
し

た
。

中尾　広城
なか  お　　　ひろ  き

公明党

質問事項
1、防災対策では、学校施設における防災機
      能整備とＡＥＤ、火災報知器、消火 器等の
      設置に言及する。
2、教育についてでは、学校図書館での学校司書の必要性と
　  通学路の安全対策において朝日山団地や関空山の手台の
      子ども達の登下校における安全対策を強く要請した。
3、健康施策では、妊産婦検診のさらなる充実と大腸がん検
　   診の周知徹底と国民健康保険証のカード化を推進される
　   よう訴えた。

森　  裕 文
もり　　　　ひろ　ふみ

無所属（泉南フォレスト）

質問事項

　土地開発公社の清算について－25年度に
三セク債を活用して、公社を解散清算に向か
うべきで、三セク債導入後はさらなる財政規律の強化が必
要になるので、新たな起債による建設事業は慎重にならざ
るを得ない。財政健全化には一時のゆるみも許されない。
　総合計画は、自治法の改正を機に、ゼロベースで考え直
さなければならないのでは。
　新火葬場建設計画については、財政健全化に逆行するこ
となく、今一度市民の声を聞く姿勢を。

★
三
重
県
い
な
べ
市

  

「
い
な
べ
市
農
業
公
園
に
つ
い
て
」

　38
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
梅
林
公
園
と
18
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
エ
コ
福
祉
広
場
（
ボ
タ
ン

園
、
し
ょ
う
ぶ
園
、
ア
ジ
サ
イ
園
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）
の
２
つ
の
公
園
か

ら
な
る
い
な
べ
市
農
業
公
園
を
視
察
し

ま
し
た
。 

★
三
重
県
伊
賀
市
「
上
野
市
駅
前
市
街

地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
」

　伊
賀
鉄
道
上
野
市
駅
前
の
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
と
し
て
、
総
事
業
費

約
56
億
円
を
か
け
、
平
成
24
年
の
完
成

を
目
指
し
て
い
る
、
伊
賀
市
を
視
察
し

ま
し
た
。

★
福
井
県
美
浜
町
、
敦
賀
市

   

「
財
政
状
況
に
つ
い
て
」

　原
子
力
発
電
所
立
地
自
治
体
と
し

て
、
国
の
交

付
金
等
を
活

用
し
、
ま
ち

づ
く
り
を
進

め
て
い
る
美

浜
町
と
敦
賀

市
の
財
政
状

況
を
視
察
し

ま
し
た
。

委
員
会
視
察
報
告

先
進
地
の
取
組
み
を
視
察
し
ま
し
た

 

厚
生
消
防
常
任
委
員
会

              

8
月
8
日
〜
9
日

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

              

8
月
16
日
〜
17
日

 

行
財
政
問
題
対
策
特
別
委
員
会

              

7
月
21
日
〜
22
日

 

議
会
基
本
条
例
調
査
特
別
委
員
会

                       

7
月
27
日

▲郡上市（旧八幡町役場）前にて

▲伊賀市役所前にて

▲敦賀市役所前にて

★
大
阪
府
岸
和
田
市
、
熊
取
町

　「
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
」

　府
内
で
、
先
駆
的
に
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
て
い

る
岸
和
田
市

と
熊
取
町
を

訪
問
し
、条

例
制
定
の
過

程
や
問
題
点

等
、
意
見
交

換
を
行
い
ま

し
た
。

▲熊取町役場前にて



問

問

答

答 問

答

賛
成

賛
成

■
平
成
23
年
度
大
阪
府
泉
南
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）
　
　
　
　

　
　
　医
療
問
題
を
抜
本
的
に
市
町
村

単
位
に
き
め
細
か
く
、
議
会
主
導
で

行
っ
て
い
く
べ
き
と
い
う
意
見
を
付
し

て
賛
成
す
る
。

■
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　（
補
正
予
算
）
質
疑

　
　介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
値
上
げ

議
案
第
１3
号

議
案
第
１4
号

議
案
第
１5
号

に
関
す
る
分
析
は
し
て
い
る
の
か
？

　
　現
在
、
本
市
の
基
準
額
は
４
７
８

２
円
で
あ
る
が
、
何
ら
措
置
が
な
い
場

合
は
、
５
０
０
０
円
平
均
を
超
え
る
と

い
う
試
算
が
出
て
い
る
た
め
、
上
昇
を

抑
制
す
る
た
め
慎
重
に
計
画
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
大
阪
府
泉
南
市
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　主
旨
か
ら
間
違
っ
て
い
る
た
め
、

市
民
を
守
る
議
論
を
議
会
主
導
で
行
っ

て
い
く
べ
き
と
い
う
意
見
を
付
し
て
賛

成
す
る
。

■
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　（
補
正
予
算
）
質
疑

　
　本
市
の
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

対
象
者
数
は
？

　
　対
象
者
は
、
６
１
３
２
名
で
す
。

■
平
成
23
年
度
泉
南
市
水
道
事
業
会
計

　補
正
予
算
（
第
１
号
）

反
対

全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

賛成（14）…河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、竹田、
　　　　　　井原、谷、角谷、北出、南、堀口
反対（ 4 ）…和気、大森、小山、成田

 3 号

 4 号

 5 号

 6 号

 7 号

 8 号

議案
番号

議 案 名

賛 否 結 果

議案賛否一覧表議案賛否一覧表議案賛否一覧表

※1名欠員

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例の制定について

賛成（14）…河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、竹田、
　　　　　　井原、谷、角谷、北出、南、堀口
反対（ 4 ）…和気、大森、小山、成田

10号

平成23年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第2号）

賛成（17）…河部、和気、梶本、原、中尾、木下、真砂、大森、森、
　　　　　　竹田、井原、谷、角谷、成田、北出、南、堀口
反対（ 1 ）…小山

12号

平成23年度大阪府泉南市下水道事業特別会計補正予算(第2号）

泉南市都市計画税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について

全会一致で可決

泉南市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

 9 号
全会一致で可決

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

 11号
全会一致で可決

平成23年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）

賛成（14）…河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、竹田、
　　　　　　井原、谷、角谷、北出、南、堀口
反対（ 4 ）…和気、大森、小山、成田

平成23年度泉南市水道事業会計補正予算（第1号）

 13 号

 14号

 15号

全会一致で可決

平成23年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）

全会一致で可決

平成23年度大阪府泉南市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号）

 36号
全会一致で可決

平成22年度泉南地域広域行政推進協議会会計打切り決算認定について

　　

全会一致で可決

賛成（17）…河部、和気、原、中尾、木下、真砂、大森、小山、森、
　　　　　　竹田、井原、谷、角谷、成田、北出、南、堀口
反対（ 1 ）…梶本

12号

13号

議案
番号

議 案 名

賛 否 結 果

議員提出議案賛否一覧議員提出議案賛否一覧議員提出議案賛否一覧

砂川小学校プール事故に対する徹底した事故原因の究明と再発防止を求める決議について

賛成（13）…河部、和気、原、中尾、木下、真砂、大森、小山、竹田、
　　　　　　井原、谷、角谷、成田、
反対（ 5 ）…梶本、森、北出、南、堀口

14号

15号

泉州二次医療圏における三次救急医療の確保を求める意見書について

泉南アスベスト被害の早期全面解決を求める意見書について

全会一致で可決

原子力発電から再生エネルギーへの転換を求める意見書について

　
　
　本
市
は
水
を
１
０
０
％
給
水
で

き
る
環
境
に
あ
る
。
そ
れ
を
府
営
水
を

と
い
う
の
は
無
責
任
で
あ
る
。

■
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　（
補
正
予
算
）
質
疑

　
　

水
道
事
業
会
計
の
現
状
は
？

　
　老
朽
管
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国

費
の
導
入
を
図
り
な
が
ら
速
や
か
な
整

備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

■
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
　
　
　
　

　　東
日
本
大
震
災
の
被
害
に
対
す
る
災

害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
つ
い
て
、支
給
対

象
と
な
る
遺
族
の
範
囲
が
、死
亡
し
た

者
の
死
亡
当
時
に
お
け
る
兄
弟
姉
妹
を

加
え
る
こ
と
に
よ
る
条
例
改
正
で
す
。

問答

問答

問答

問答

問答

賛
成

賛
成

賛
成

議
案
第
９
号

震
災
被
災
者
を
救
済

震
災
被
災
者
を
救
済

震
災
被
災
者
を
救
済

退
職
手
当
債
の
増
額

退
職
手
当
債
の
増
額

退
職
手
当
債
の
増
額

　
　
　弔
慰
金
の
差
を
な
く
す
べ
き

で
あ
る
。
財
源
は
、
保
険
を
市
長
会

で
提
案
す
べ
き
で
あ
り
、
改
正
に
つ

い
て
は
、
実
態
と
矛
盾
是
正
だ
が
、

他
の
法
律
に
お
い
て
も
自
治
体
か
ら

見
直
し
す
べ
き
で
あ
る
。

■
厚
生
消
防
常
任
委
員
会
質
疑

　
　災
害
弔
慰
金
の
市
の
負
担
率

は
？　

　都
道
府
県
は
４
分
の
３
を
負
担

し
、
市
は
４
分
の
１
を
負
担
し
ま
す
。

■
平
成
23
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
　
　

　
　　退
職
手
当
債
１
億
７
４
０
０
万
円
の

増
額
や
教
育
費
や
福
祉
に
係
る
補
正
予

算
で
す
。

　
　
　職
員
の
退
職
手
当
の
財
源
は
水

道
事
業
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
す
べ

き
で
は
な
い
。
教
育
費
も
、
子
ど
も
た

ち
が
学
校
で
読
書
で
き
る
環
境
が
不
十

分
で
あ
る
。

　民
生
費
も
、
自
立
支
援
法
と
は
別

議
案
第
１０
号

議
案
第
１1
号

議
案
第
１2
号

に
、
視
覚
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
外
出
支
援
等
の
予
算
拡
充
を
望
む
。

　
　
　退
職
手
当
の
財
源
不
足
は
、
責

任
が
あ
る
と
こ
ろ
に
求
め
る
べ
き
で
あ

り
、
将
来
の
子
ど
も
に
ツ
ケ
を
ま
わ
し

て
は
い
け
な
い
。
し
か
し
、
否
決
は
他

の
予
算
に
影
響
す
る
た
め
賛
成
す
る
。

■
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　（
補
正
予
算
）
質
疑

（
歳
入
）

　
　退
職
手
当
債
１
億
７
４
０
０
万
円

の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
返
済
の
計
画

は
？　

　退
職
手
当
債
は
、
当
初
予
算
で
１

億
２
６
０
０
万
円
を
計
上
し
て
お
り
、

合
計
３
億
円
を
10
年
間
で
償
還
す
る
計

画
を
し
て
い
ま
す
。

（
歳
出
）

　
　教
育
費
の
一
般
事
務
事
業
に
お
け

る
ア
ル
バ
イ
ト
賃
金
２
６
９
万
５
０
０

０
円
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
そ
の
内

容
は
？

　
　本
年
11
月
か
ら
学
校
図
書
館
に
５

名
の
司
書
を
５
カ
月
間
雇
用
す
る
も
の

で
す
。
市
内
14
校
に
お
い
て
、
昨
年
の

交
付
金
に
よ
り
購
入
し
た
蔵
書
な
ど
の

整
理
や
読
み
聞
か
せ
活
動
を
行
う
予
定

で
す
。

■
平
成
23
年
度
大
阪
府
泉
南
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　
　制
度
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る

た
め
総
合
的
な
取
り
組
み
を
す
る
と
い

う
意
見
を
付
し
て
賛
成
す
る
。

■
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　（
補
正
予
算
）
質
疑

　
　特
定
健
康
診
査
等
事
業
の
現
状

は
？　

　現
状
は
、
30
％
前
後
の
受
診
率
と

な
っ
て
お
り
、
目
標
の
65
％
を
は
る
か

に
下
回
っ
て
い
ま
す
。
未
受
診
者
へ
書

面
や
電
話
な
ど
案
内
を
行
っ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
受
診
率
向
上
に
向
け
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま

す
。

■
平
成
23
年
度
大
阪
府
泉
南
市
下
水
道

　事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
　財
政
を
無
視
し
、
補
助
金
に
依

拠
し
た
広
域
的
な
方
式
を
見
直
し
、
地

域
に
あ
っ
た
戸
別
や
集
落
ご
と
の
方
式

を
議
会
主
導
で
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。

■
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　（
補
正
予
算
）
質
疑

　
　下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
現
状
を

示
せ
。

　
　下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
年
間

３
億
円
程
度
の
予
算
内
で
整
備
を
進
め

て
い
く
方
針
。
ま
た
、
料
金
改
定
時
に

は
、
よ
り
効
率
的
な
整
備
を
進
め
て
い

く
方
針
で
す
。

反
対

反
対



問

問

答

答 問

答

賛
成

賛
成

■
平
成
23
年
度
大
阪
府
泉
南
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）
　
　
　
　

　
　
　医
療
問
題
を
抜
本
的
に
市
町
村

単
位
に
き
め
細
か
く
、
議
会
主
導
で

行
っ
て
い
く
べ
き
と
い
う
意
見
を
付
し

て
賛
成
す
る
。

■
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　（
補
正
予
算
）
質
疑

　
　介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
値
上
げ

議
案
第
１3
号

議
案
第
１4
号

議
案
第
１5
号

に
関
す
る
分
析
は
し
て
い
る
の
か
？

　
　現
在
、
本
市
の
基
準
額
は
４
７
８

２
円
で
あ
る
が
、
何
ら
措
置
が
な
い
場

合
は
、
５
０
０
０
円
平
均
を
超
え
る
と

い
う
試
算
が
出
て
い
る
た
め
、
上
昇
を

抑
制
す
る
た
め
慎
重
に
計
画
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
大
阪
府
泉
南
市
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　主
旨
か
ら
間
違
っ
て
い
る
た
め
、

市
民
を
守
る
議
論
を
議
会
主
導
で
行
っ

て
い
く
べ
き
と
い
う
意
見
を
付
し
て
賛

成
す
る
。

■
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　（
補
正
予
算
）
質
疑

　
　本
市
の
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

対
象
者
数
は
？

　
　対
象
者
は
、
６
１
３
２
名
で
す
。

■
平
成
23
年
度
泉
南
市
水
道
事
業
会
計

　補
正
予
算
（
第
１
号
）

反
対

全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

賛成（14）…河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、竹田、
　　　　　　井原、谷、角谷、北出、南、堀口
反対（ 4 ）…和気、大森、小山、成田

 3 号

 4 号

 5 号

 6 号

 7 号

 8 号

議案
番号

議 案 名

賛 否 結 果

議案賛否一覧表議案賛否一覧表議案賛否一覧表

※1名欠員

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例の制定について

賛成（14）…河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、竹田、
　　　　　　井原、谷、角谷、北出、南、堀口
反対（ 4 ）…和気、大森、小山、成田

10号

平成23年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第2号）

賛成（17）…河部、和気、梶本、原、中尾、木下、真砂、大森、森、
　　　　　　竹田、井原、谷、角谷、成田、北出、南、堀口
反対（ 1 ）…小山

12号

平成23年度大阪府泉南市下水道事業特別会計補正予算(第2号）

泉南市都市計画税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について

全会一致で可決

泉南市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

 9 号
全会一致で可決

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

 11号
全会一致で可決

平成23年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）

賛成（14）…河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、竹田、
　　　　　　井原、谷、角谷、北出、南、堀口
反対（ 4 ）…和気、大森、小山、成田

平成23年度泉南市水道事業会計補正予算（第1号）

 13 号

 14号

 15号

全会一致で可決

平成23年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）

全会一致で可決

平成23年度大阪府泉南市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号）

 36号
全会一致で可決

平成22年度泉南地域広域行政推進協議会会計打切り決算認定について

　　

全会一致で可決

賛成（17）…河部、和気、原、中尾、木下、真砂、大森、小山、森、
　　　　　　竹田、井原、谷、角谷、成田、北出、南、堀口
反対（ 1 ）…梶本

12号

13号

議案
番号

議 案 名

賛 否 結 果

議員提出議案賛否一覧議員提出議案賛否一覧議員提出議案賛否一覧

砂川小学校プール事故に対する徹底した事故原因の究明と再発防止を求める決議について

賛成（13）…河部、和気、原、中尾、木下、真砂、大森、小山、竹田、
　　　　　　井原、谷、角谷、成田、
反対（ 5 ）…梶本、森、北出、南、堀口

14号

15号

泉州二次医療圏における三次救急医療の確保を求める意見書について

泉南アスベスト被害の早期全面解決を求める意見書について

全会一致で可決

原子力発電から再生エネルギーへの転換を求める意見書について

　
　
　本
市
は
水
を
１
０
０
％
給
水
で

き
る
環
境
に
あ
る
。
そ
れ
を
府
営
水
を

と
い
う
の
は
無
責
任
で
あ
る
。

■
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　（
補
正
予
算
）
質
疑

　
　

水
道
事
業
会
計
の
現
状
は
？

　
　老
朽
管
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国

費
の
導
入
を
図
り
な
が
ら
速
や
か
な
整

備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

■
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
　
　
　
　

　　東
日
本
大
震
災
の
被
害
に
対
す
る
災

害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
つ
い
て
、支
給
対

象
と
な
る
遺
族
の
範
囲
が
、死
亡
し
た

者
の
死
亡
当
時
に
お
け
る
兄
弟
姉
妹
を

加
え
る
こ
と
に
よ
る
条
例
改
正
で
す
。

問答

問答

問答

問答

問答

賛
成

賛
成

賛
成

議
案
第
９
号

震
災
被
災
者
を
救
済

震
災
被
災
者
を
救
済

震
災
被
災
者
を
救
済

退
職
手
当
債
の
増
額

退
職
手
当
債
の
増
額

退
職
手
当
債
の
増
額

　
　
　弔
慰
金
の
差
を
な
く
す
べ
き

で
あ
る
。
財
源
は
、
保
険
を
市
長
会

で
提
案
す
べ
き
で
あ
り
、
改
正
に
つ

い
て
は
、
実
態
と
矛
盾
是
正
だ
が
、

他
の
法
律
に
お
い
て
も
自
治
体
か
ら

見
直
し
す
べ
き
で
あ
る
。

■
厚
生
消
防
常
任
委
員
会
質
疑

　
　災
害
弔
慰
金
の
市
の
負
担
率

は
？　

　都
道
府
県
は
４
分
の
３
を
負
担

し
、
市
は
４
分
の
１
を
負
担
し
ま
す
。

■
平
成
23
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
　
　

　
　　退
職
手
当
債
１
億
７
４
０
０
万
円
の

増
額
や
教
育
費
や
福
祉
に
係
る
補
正
予

算
で
す
。

　
　
　職
員
の
退
職
手
当
の
財
源
は
水

道
事
業
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
す
べ

き
で
は
な
い
。
教
育
費
も
、
子
ど
も
た

ち
が
学
校
で
読
書
で
き
る
環
境
が
不
十

分
で
あ
る
。

　民
生
費
も
、
自
立
支
援
法
と
は
別

議
案
第
１０
号

議
案
第
１1
号

議
案
第
１2
号

に
、
視
覚
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
外
出
支
援
等
の
予
算
拡
充
を
望
む
。

　
　
　退
職
手
当
の
財
源
不
足
は
、
責

任
が
あ
る
と
こ
ろ
に
求
め
る
べ
き
で
あ

り
、
将
来
の
子
ど
も
に
ツ
ケ
を
ま
わ
し

て
は
い
け
な
い
。
し
か
し
、
否
決
は
他

の
予
算
に
影
響
す
る
た
め
賛
成
す
る
。

■
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　（
補
正
予
算
）
質
疑

（
歳
入
）

　
　退
職
手
当
債
１
億
７
４
０
０
万
円

の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
返
済
の
計
画

は
？　

　退
職
手
当
債
は
、
当
初
予
算
で
１

億
２
６
０
０
万
円
を
計
上
し
て
お
り
、

合
計
３
億
円
を
10
年
間
で
償
還
す
る
計

画
を
し
て
い
ま
す
。

（
歳
出
）

　
　教
育
費
の
一
般
事
務
事
業
に
お
け

る
ア
ル
バ
イ
ト
賃
金
２
６
９
万
５
０
０

０
円
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
そ
の
内

容
は
？

　
　本
年
11
月
か
ら
学
校
図
書
館
に
５

名
の
司
書
を
５
カ
月
間
雇
用
す
る
も
の

で
す
。
市
内
14
校
に
お
い
て
、
昨
年
の

交
付
金
に
よ
り
購
入
し
た
蔵
書
な
ど
の

整
理
や
読
み
聞
か
せ
活
動
を
行
う
予
定

で
す
。

■
平
成
23
年
度
大
阪
府
泉
南
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　
　制
度
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る

た
め
総
合
的
な
取
り
組
み
を
す
る
と
い

う
意
見
を
付
し
て
賛
成
す
る
。

■
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　（
補
正
予
算
）
質
疑

　
　特
定
健
康
診
査
等
事
業
の
現
状

は
？　

　現
状
は
、
30
％
前
後
の
受
診
率
と

な
っ
て
お
り
、
目
標
の
65
％
を
は
る
か

に
下
回
っ
て
い
ま
す
。
未
受
診
者
へ
書

面
や
電
話
な
ど
案
内
を
行
っ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
受
診
率
向
上
に
向
け
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま

す
。

■
平
成
23
年
度
大
阪
府
泉
南
市
下
水
道

　事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
　財
政
を
無
視
し
、
補
助
金
に
依

拠
し
た
広
域
的
な
方
式
を
見
直
し
、
地

域
に
あ
っ
た
戸
別
や
集
落
ご
と
の
方
式

を
議
会
主
導
で
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。

■
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　（
補
正
予
算
）
質
疑

　
　下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
現
状
を

示
せ
。

　
　下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
年
間

３
億
円
程
度
の
予
算
内
で
整
備
を
進
め

て
い
く
方
針
。
ま
た
、
料
金
改
定
時
に

は
、
よ
り
効
率
的
な
整
備
を
進
め
て
い

く
方
針
で
す
。

反
対

反
対
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▲創立30周年記念　新家東小学校運動会（左上下、右下） ▲樽井小学校運動会（右上）

第3回 定例会第3回 定例会

非常勤職員も育児休業を取得可能
職員の育児休業等に関する条例
の一部を改正する条例を可決し
ました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　平成23年第３回定例会（9月議会）は、
9月8日から22日までの会期で開催され
ました。
　本定例会では、職員の育児休業等に関
する条例や震災被災者の救済に関する条
例の一部を改正する議案などが提出さ
れ、活発な議論が交わされました。
　詳しくは、掲載記事をご覧ください。

　今
定
例
会
で
は
、
一
般
質

問
に
お
い
て
、
砂
川
小
学
校

プ
ー
ル
児
童
死
亡
事
故
に
関

す
る
議
論
が
た
く
さ
ん
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
ひ
と
り
の
尊

い
命
を
失
っ
た
こ
と
を
決
し

て
忘
れ
ず
思
い
続
け
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
様
と
と
も

に
安
心
な
社
会
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

委
員
長
／
小
山
広
明

副
委
員
長
／
角
谷
英
男

委

　
　員
／
和
気
信
子

　
　
　
　
　梶
本
茂
躾

　
　
　
　
　原

　憂
子

　
　
　
　
　真
砂

　満

　
　
　
　
　南

　良
徳

例月現金出納検査結果報告（5件）

平成22年度決算に基づく泉南市健全化判断比率について

平成22年度大阪府泉南市下水道事業特別会計決算に基づく資金不足比率について

平成22年度泉南市水道事業会計決算に基づく資金不足比率について

泉南市固定資産評価審査委員会委員の選任について

泉南市樽井地区財産区管理委員の選任について

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例の制定について

泉南市都市計画税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

平成23年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第2号）

平成23年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）ほか4件

平成22年度大阪府泉南市一般会計歳入歳出決算認定について　ほか19件

平成22年度泉南地域広域行政推進協議会会計打切り決算認定について

砂川小学校プール事故に対する徹底した事故原因の究明と再発防止を求める決議について

泉南アスベスト被害の早期全面解決を求める意見書について

泉州二次医療圏における三次救急医療の確保を求める意見書について

原子力発電から再生エネルギーへの転換を求める意見書について

閉会中の継続調査について

砂川小学校プール児童事故の調査に関する動議

報 告 済

報 告 済

報 告 済

報 告 済

原案同意

原案同意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

継続審査

原案認定可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

継続調査

日程追加否決

監査報告第6～10号

報告第1号

報告第2号

報告第3号

議案第1号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11～15号

議案第16号～35号

議案第36号

議員提出議案第12号

議員提出議案第13号

議員提出議案第14号

議員提出議案第15号

件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果議案番号

■ 第3回（9月）定例会で審議された主な議案と審査結果

議
会
基
本
条
例
調
査
特
別
委
員
会

空
港
等
ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会

同
和
更
正
資
金
貸
付
基
金
償
還
金
調
査
特
別

委
員
会

議
会
報
編
集
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

行
財
政
問
題
対
策
特
別
委
員
会

　行
政
視
察

（
福
井
県
美
浜
町
、
敦
賀
市
）

議
会
基
本
条
例
調
査
特
別
委
員
会
　行
政
視
察

（
岸
和
田
市
、
熊
取
町
）

大
阪
府
南
部
市
議
会
議
長
会
先
進
都
市
視
察

（
熊
本
県
八
代
市
、
玉
名
市
）　

　

議
会
運
営
委
員
会

議
員
全
員
協
議
会

厚
生
消
防
常
任
委
員
会

　行
政
視
察

（
岐
阜
県
多
治
見
市
、
郡
上
市
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　行
政
視
察

（
三
重
県
い
な
べ
市
、
伊
賀
市
）

厚
生
消
防
常
任
委
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

同
和
更
正
資
金
貸
付
基
金
償
還
金
調
査

特
別
委
員
会

　
議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
協
議
会

厚
生
消
防
常
任
委
員
協
議
会

産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会

第
3
回
定
例
会
（
9
月
議
会
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
付
託
事
件
審
査
）

厚
生
消
防
常
任
委
員
会
（
付
託
事
件
審
査
）

平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
付
託
事
件
審
査
）

議
会
報
編
集
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

6
日

7
日

8
日　

13
日

15
日

21
日
〜
22
日

　
27
日

28
日
〜
29
日

　
3
日

5
日

8
日
〜
9
日

16
日
〜
17
日

18
日

22
日

23
日　

1
日

2
日

5
日

6
日

8
日
〜
22
日

14
日

15
日

16
日　

22
日

28
日

● 

議
会
の
う
ご
き 

●

9月 8月 7月

議
会
報
編
集
委
員
会

議会だよりに対するご意見・ご感想
をお寄せください。
〒590-0592（住所不要）
泉南市議会事務局
TEL 483-0008  FAX 483-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp

お
待

ちしていま
す

お
待

ちしていま
す

ご意見
ご感想
ご意見
ご感想


